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1.令和6年度版 中小企業支援施策の手引きが公開

こちらのリンクよりダウンロード可能です。

次のページではおすすめの補助金制度を一覧にし
ております。

https://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000041735_00/%E3%80%90R6.4%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%80%91%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E4%BC%81%E6%A5%AD%E7%AD%89%E6%94%AF%E6%8F%B4%E6%96%BD%E7%AD%96%E3%81%AE%E6%89%8B%E5%BC%95%E3%81%8D.pdf




2.銀行融資の基本講座

第1回 無借金経営の是非

1.無借金経営が本当に良いのか？

「借金はしない方が良いに決まってい
る」という考え方をする経営者がいます。

お気持ちはよくわかります。

でも、中小企業にとって手元に運転資金
で500万円あるというのは、大きな安心
材料となります。



仮に銀行から年利3%で借り入れをした
場合、1年間の利息は15万円(500万円
×3%)となります。1か月あたり12,500円、
1日あたり410円です。

いざというときにお金がない、苦しい、
その時にはお金を借りるのが非常に厳し
くなっています。そうなる前に、1日410
円なら現金を手元に持っている方が倒産
する可能性が低くなると思いませんか？



2.社長、知っていますか？
無借金経営のデメリット

(1)倒産リスクの増大

・借金でも会社が潰れることは
ありますが、無借金なら安心と
いう考え方は間違いです。
会社が潰れる理由は何か答えら
れるでしょうか。

答えは手元資金がないため潰れ
てしまいます。

借金が増えるということは、同
額の現預金が増えるということ
です。

倒産リスク
増大

成長機会の
損失

経営判断の
誤り



500万円借りると、手元の資金
が500万円増えるわけです！

赤字だったとしても会社に現預
金があれば潰れません。



これはキャッシュフローベースでは手
元に現預金があるので、損益上、赤字
だったとしてもすぐに潰れないためで
す。

つまり、融資を受けてでも手元にお金
を蓄えておくことが会社を守る行動と
なります。

融資を敬遠するばかりに、現金が手元
になく苦しい経営をしていては、不測
の事態に耐えきることはできません。



(2)事業成長の機会を逃す

商売を続けているとチャンスが舞
い込んでくることがあります。

例えば、事業拡大のため、新たな設
備投資を考えていたところ新モデル
の設備の受注が開始した、飲食店や
美容サロンが2店舗目を検討していた
ところ、良い物件の話がきたなどで
す。

このチャンスを活かすにはやはりお
金が必要となります。
設備投資であれば契約金、物件の
キープについても手付金や保証金が
必要です。



設備投資であれば契約金、物件の
キープについても手付金や保証金
が必要です。

必要なタイミングで融資を行うこ
ともできますが、この場合は審査
に時間がかかります。

審査をクリアしても、手元に借入
金が入金されるまでに1カ月～3ヵ
月ということも十分あります。

手元に資金があればすぐに成長へ
向けた投資が可能です。



(3)経営者は経営者の仕事に集中すべき

個人事業主でも法人でも代表の仕事は
本来、「経営」です。

成長のために戦略立案、財務管理、人
材管理・組織開発、顧客との関係構築
が経営者の仕事です。

目の前の資金繰りに頭がいっぱいに
なっていると、こんな難しいことなん
て考えることができません。

「明日の家賃に給与まで払ったらカツ
カツだ・・」

これで本当に正しい経営判断ができる
でしょうか。

経営者の心の負担は経営判断を誤らせ
る要因となってしまいます。



3.無借金は融資を受けにくい場合もあ
る
無借金経営の場合、銀行はどのよう
なことを考えるのでしょうか。
「無借金なんて立派で大したもん
だ」と思うわけではありません。

「経営状況が悪く、融資を受けたく
ても受けられない状況なのではない
だろうか」、「何か信用面で問題が
あるのか」と考えます。

粉飾決算をしていたり、ブラックな
情報が出回っていたり、それを他の
銀行は知っているのではと心配する
わけです。



無借金経営ではいつまでもこの実績を
持てないわけです。

また、ある現役の金融機関の融資責任
者に話を聞くと「黒字続きでも、無借
金の会社は融資を見送る場合もある」
と言います。

これは赤字の経験がないことで、赤字
の状況や資金対策のノウハウがなく、
急に倒産する会社もあるためというこ
とです。

すべての銀行に当てはまるかはわかり
ませんが、このような考え方をする金
融機関もあるわけです。

執筆：行政書士 松本和博 / 監修 中小企業庁認定支援機関
     株式会社ARCS



無料広告の募集

2024年4月期となりました。
新たな補助金制度、助成金制度も発表とな
り各会員様が様々な施策に取り組んでおら
れます。

そこで商売繫盛でも何か皆様を応援させて
いただくことができないかと思い、商売繁
盛のPDFマガジンで掲載させていただく広
告を募集することといたしました。

公告は無料で会員企業様へお届けさせてい
ただきます。

インタビュー形式か、またはスポンサーと
してバナーによりサービス、店舗等をご紹
介させていただきます。

詳細についてはお問い合わせは080-5565-
7653(担当 松本)までご連絡くださいますよ
う何卒よろしくお願い申し上げます。
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制作：行政書士法人達栄会
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